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「本格」というネーミングが秀逸。障害があるからこの程度で、としないスタンスが良い。
審査員コメント

＜視覚障害者向け　本格讃岐うどん教室の開催＞
視覚障害者における雇用の選択肢を拡大することを目的に、法人として飲食事業の
経営を準備中。
その一環として本年8月に「本格讃岐うどん教室」を視覚障害者8名、ボランティアスタ

ッフ7名、講師3名で開催し、盛況に終わる。
本年10月に再度「本格讃岐うどん教室」を開催し、飲食店出店を目指して今後も定期
的にイベント開催を予定。

＜特徴＞
・視覚障害者におけるおそらく日本初の本格的なうどん作りのイベントを開催。
・運営スタッフが他拠点に所在しながらもイベント企画・運営を実施（東京・神奈川-
札幌-香川）。
・視覚障害者（全盲・弱視）、視覚障害者の家族、同行援護事業所の経営者などそれぞ
れの立場で視覚障害者を取り巻く社会課題の解決に向けて活動。

＜意義＞
・視覚障害者における職業選択の幅を広げるために、飲食事業へのチャレンジ。
・視覚障害者のWellBeing向上を目的に非日常的な調理体験を提供（料理の楽しさ等）。
・イベントを通して視覚障害者と支援者の交流及び相互理解の場を提供。

一般社団法人MiNaiラボ　2023年設立
代表理事　落合　啓士
理　事　　高橋　昌希
理　事　　西根　和香
理　事　　東海林　直

＜法人ビジョン＞
「すべての人が明日もワクワク働く世界を創る」
＜ミッション＞
「障害の有無を越えて、尊重しあえる空間をとどける」

視覚障害者向け調理イベントの開催

入　選
一般社団法人MiNai ラボ
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入選　三川　草平

大量の脅威情報の分析に、
PythonとSQLを使って業務範囲の拡大へ

私は業務でMISP(Malware Information Sharing Platform)というプラットフォ
ームを使っています。MISPはセキュリティ業界では世界的に広く使用されており、脅威
情報(マルウェアの通信先など)をデータベースで管理しています。管理されたデータは
Webからも閲覧・検索が可能で、スクリーンリーダでもほぼ問題なく使用できます。
ただ、扱うデータの件数は時として数億件にも上るため、Webから各データを目視で
処理するのは不可能です。特にスクリーンリーダでのデータ処理は晴眼者に比べ、労力
と時間がかかってしまうものです。
しかし、プログラミング言語のPythonやデータベース言語のSQLを使うことで、大量
データの集計などを簡単に行うことができます。特にPythonにおいてはMISP専用の
ライブラリが公開されているため、より導入へのハードルも低くなっています。実際に私
も毎日数万件のデータ登録や、必要に応じたデータ取得・集計をコマンド実行で行って
います。これらの操作にビジュアル的な操作は必要なく、障碍によるバリアは全くありま
せん。今後よりMISPが普及すると同時に、視覚障碍者の職域も拡大すると考えている
ため、私もMISPの普及に尽力していく所存です。

審査員コメント
視覚障害があっても、プログラミング言語やデータベース言語を使いこなせば、数億件という大量の

データ処理が可能なのだということを実証している三川さんの取り組みに脱帽しました。

三川　草平
1992年生まれ。
2016年に新卒採用された企業で、Excelのマクロ開発などを担当。
2018年に現在の企業へ転職し、セキュリティエンジニアとして勤務。
・受賞歴: 第37回全国障害者技能競技大会（アビリンピック） パソコン操作 銅賞
・保有資格: 情報処理安全確保支援士
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